
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 47
利用者が使用してい
る薬についての理解
が不十分。

使用薬剤についての情
報を知る。

2 42
口腔ケアの重要性に
ついての理解が不十
分。

勉強会の開催。
項目ごとにチェックで
きる口腔ケアチェック
表を話し合い作成す
る。

3 25

日々変化する利用者
の状態にそぐわない
介助が行われている
事がある。

全職員が定期的に集ま
り、積極的に意見交換
することで、個人に則
したケアの方向性を見
出す。

4 1

大切な言葉として意
識づけを行っている
が、現状に合った具
体的な目標が掲げら
れていない。

全職員で話し合い、具
体的な目標を掲げる。
日々職員が目に付く場
所に掲示する。

5 35
避難訓練の様子・利
用者の現状が家族へ
伝わっていない。

避難訓練の後に家族会を
開催する。利用者と一緒
にお茶をお茶を飲みなが
らアンケートに意見を書
いて頂けるよう準備す
る。

6 35

第三者から見ると、居
室のドアが全て同じ
で、どの部屋にどのよ
うな利用者いるのか？
わかりずらい。

各居室のドアに移動方
法等が描かれたプレー
トを掲示する。

7 23

本人の発言、行動、
気付きの明文化がな
されていない。
（ヒヤリハット含む）

気付きノートを作成。
その場で書くことを習
慣付ける。

２．　　目  標  達  成  計  画

災害時に利用者の様子を視
覚で把握できる。

１週間

１年

ユニットごとに、具体的な
目標を立て、目標の実現に
向けた統一したケアの方向
性を目指す。

１か月

家族参加の避難訓練を実
施。家族からの意見を頂く
機会を設ける。

次回訓練時
（２月予定）

利用者それぞれの口腔ケアに
ついて正しく理解し、嚥下状
態の悪い利用者に関しては、
その日の状態に合わせた口腔
ケアの方法を実践する。

目　　　　標

使用されている薬について
理解し、症状や様子の把握
に努める事が出来る。

グループホームほほえみ

平成　２８年　　８月　１５日

目標達成に
要する期間

２か月

職員がそれぞれの目線で気
付いたことを全職員が共有
できるようになる。

１か月

利用者の今のＡＤＬの状態
を全職員が共有し、現状に
合った介助を行う。

６カ月



8 36

入職時に接遇マナー
研修を実施している
が、長く入職者がな
いと実施する機会が
作られていない。

年間計画に盛り込み、
自分自身を振り返る機
会を作る。

9 27
連絡ノートはあるが
内容の周知が図られ
ていない。

連絡ノートを見て、支
援内容を把握すること
を習慣付ける。

10 27

個別支援記録の記入
内容が曖昧で、他者
からみると分かりに
くい。

記入方法についての検
討を行う。

11 54

すべての利用者のそ
の人らしい居室作り
がされているとはい
えない。

担当した職員が責任を
もって環境整備に努め
る。

12 38

業務的な流れの中で
利用者の表情や気持
ちを汲み取る機会が
少ない。

ホール内では、利用者
と同じテーブルに座
り、受容の姿勢で気持
ちを引き出す機会を作
る。

13 13
職員一人ひとりのケ
アの力量に違いがあ
る。

定期的なミーティングに
おいて意見を出し合い方
向性を確認する。
研修への参加。
定期的に勉強会を開催す
る。

14 40
利用者の好みを勘案
した献立であるが、
変化に欠ける。

旬の食材・行事食・食
器や盛り付けの工夫。
「食事を楽しむイベン
ト」の企画。

15 8
権利擁護についての
知識不足。

勉強会を開催する。

16

17

定期的に振り返る機会を作
ることで自分自身のレベル
アップに繋げる。

１か月

内容の周知・徹底を行い、
日々のケアの実践へ反映さ
せる。

１か月

内容が充実している個別支
援記録を作成する。

１か月

利用者にとって快適な、
又、職員が介助に入りやす
い居室作りを行う。

２か月

利用者本位の生活と時間の
ペースの把握。細かな表情
の観察。パーソンセンター
ケアの実践による情報収
集。

６カ月

利用者に対して統一した介
護サービスの提供を行う。

１年

季節感、食材、演出を工夫
し、利用者と職員が楽しん
で食卓を囲む機会を増や
す。

１２カ月

様々な権利擁護の制度につ
いて知識向上させる。

３か月


